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北
海
道
と
大
洗
港
問
に
大
型
力
i
フ

工
リ
ガ
開
設
さ
れ
¥
安
全
に
営
業
を

続
け
¥
今
や
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
事
故
を
想

定
し
て
、
去
る

9
月
刊
自
(
月
)
に
大
洗

港
で
関
係
者
約
加
入
、
ガ
参
加
し
て
¥
海

難
教
師
割
練
ガ
実
施
さ
れ
ま
し
疋
。

こ
れ
は
¥
那
珂
湊
海
上
保
安
部
と
大

洗
潜
入
出
港
安
全
対
策
協
議
会
ガ
主

催
。
茨
城
地
区
海
難
防
止
連
絡
会
議
ガ

協
賛
し
て
齢
舶
火
災
・
人
命
教
助
・
救

急
轍
迭
と
海
難
防
止
思
想
の
普
及
を
自

由
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

訓
練
は
¥
力
フ
ェ
リ
ー
寸
び
く
と

り
L

〈
東
日
本
フ
工
リ
開
問
ト
ン
〉
ガ
¥

大
洗
港
入
港
時
に
気
象
急
変
の
だ
め
岸

』

壁
に
衝
突
¥
そ
の
衝
撃
に
よ
り
機
関
室

か
ら
火
災
ガ
発
生
¥
船
内
に

4
名
の
負

傷
者
、
か
出
だ
と
の
想
定
。
午
前
刊
時

5

分
¥
船
首
の
車
問
入
口
で
発
煙
筒
を
点

火
、
訓
練
そ
開
始
し
ま
し
た
。

通
報
を
受
け
た
町
消
防
署
は
¥
サ
イ

レ
ン
を
映
鳴
し
て
消
防
車

2
台
・
担
急

車
2
台
、
ガ
到
麓
¥
政
水
を
開
始
。
額
回

隊
員
は
堕
ち
に
酸
素
ボ
ン
ベ
を
付
け
担

架
と
額
田
口
i
ブ
を
持
っ
て
船
内
に
突

入。

2
臨
D
「ア
W

ノ
キ
の
ド
戸
間
近
で
負

傷
者
を
発
見
、
担
架
に
乗
せ
て
船
内
よ

り
教
出
し
て
教
急
隊
に
引
渡
し
¥
較
急

車
で
負
傷
者
を
病
院
に
搬
送
し
だ
。

一
方
¥
海
上
で
は
那
珂
漢
海
上
保
安

部
の
巡
視
船
「
あ
か
ぎ
し
と
1

い
わ
か
ぜ
し

鹿
島
埠
頭
開
の
寸
新
鹿
患
8
号
L
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版
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し
て
消
火
活
動
。
大
洗
埠
頭
開
発
闘
の

寸
い
そ
な
み
し
と
白
本
水
難
較
済
会
大
洗

叡
難
所
の
「
い
そ
か
ぜ
L

ガ
漂
流
者
を
発

見
し
て
の
頼
関
活
動
。
県
漁
連
の
「
第

7
皆
進
丸
L

は
湾
内
を
警
戒
し
て
い
た
。

空
か
ら
は
¥
海
上
保
安
庁
所
属
の
特

殊
教
難
隊

M
H型
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ガ
羽

田
空
港
よ
り
飛
来
¥
フ
ェ
リ
ー
船
上
に

と
り
残
さ
れ
芝

2
名
在
吊
り
揚
げ
て
教

関
¥
埠
頭
舟
地
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
蕎
睦
。

菰
急
車
で
負
傷
者
を
病
院
に
搬
送
す
る

な
ど
、
陸
・
海
・
空
の
大
規
模
の
実
戦

さ
な
ガ
ら
の
海
難
披
割
訓
練
で
し
疋
。

こ
の
よ
う
な
割
練
ガ
¥
い
ざ
と
い
う

時
の
数
助
活
動
に
役
立
つ
事
で
し
ょ
う
。

「
写
真
撮
影
協
力
者

1
加
島
清
嘩
氏
」

I!J..fびくとり」船上から 2名を吊り揚げて救助する、ヘリコブター

障砂 V 

救 i南
出火
を i舌
待動
っす
救る
急 j肖
隊紡
隊
と
負
傷
者
。〉

&船内から負傷者を運ぶ救助隊

ふ消火活動する「新鹿島8号J&負傷者をヘリコプターから救急車に&漂流者を救劫する「いそかせ、J&消火活動する「いわかぜ」

朝
夕
の
風
の
机
ざ
わ
り
が
、
き
わ

や
か
に
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
コ
ス
モ

ス
の
花
を
見
か
け
る
と
秋
を
感
じ
ま

す
。
コ
ス
モ
ス
は
、
秋
桜
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
の

代
表
的
な
花
、
そ
れ
が
コ
ス
モ
ス
で

す
。
メ
キ
シ
コ
原
産
の
キ
ク
科
の
花

で
、
明
治
ニ
十
年
ご
ろ
か
ら

B
本
で

も
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
花
の
色
は
、
淡
紅
や
深

紅
、
自
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
背
丈
が

一
i
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
の
で
、

風
に
揺
れ
る
様
が
涼
し
げ
で
秋
の
風

情
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
最
近
は
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
風
の
被
害
一
を
受

け
な
い
よ
う
に
、
丈
の
低
い
も
の
も

普
及
し
て
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
は
一
年
率
で
す
が
、
こ

ぼ
れ
種
か
ら
の
発
芽
と
追
い
静
き
で

毎
年
栽
培
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
最
近

は
、
各
地
の
地
域
お
こ
し
や
ま
ち
づ

く
り
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ケ

l
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ス
モ
ス
を

グ
わ
が
ま
ち
。
の
花
に
指
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島

県
ま
で
八
十
二
市
町
村
あ
り
ま
す
。

毎
年
秋
は
、
コ
ス
モ
ス
で
地
域
お
こ

し
を
し
て
い
る
市
町
村
が
集
ま
っ
て
、

バ
コ
ス
モ
ス
サ
ミ
ッ
ト
。
を
開
催
-

今
秋
は
長
野
県
の
佐
久
市
で
九
月
十

八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
各
地
の
高
速
道
路
の

滋
の
り
め
ん

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
法
面
に
、
黄

色
い
花
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の

花
を
キ
パ
ナ
コ
ス
モ
ス
だ
と
怠
っ
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
あ
れ
は

同
じ
キ
ク
科
の
仲
間
で
す
が
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
で
す
。

秋
は
体
力
つ
く
り
の
季
節
。
十
月

は
「
健
康
強
調
月
間
」
で
す
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
体
力
つ
く
り
の
行
事
へ

参
加
し
、
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

弘
治
削
減
〉
級
協
権

問
問
時
報
繍
繍
路
樹
附

十
一
よ
一
バ
付
帯
E
t
烈

鮒

内

一

手

わ
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吋
辿
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誌
筒
言
法
務
長
!
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明
日
四
首
脳
崎
町
翻
部
側
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今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
洗
サ
ン

セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幻
」
が
去
る

8
R
m
B
(
日
)
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
前

広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

異
状
気
象
が
続
き
涼
し
い
夏
と
な
り

ま
し
た
が
、
台
風
一
過
素
晴
ら
し
い
天

気
に
恵
ま
れ
、
家
族
づ
れ
や
若
者
た
ち

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
祭
り
は
、
大
洗
青
年
間
凶
体
連
絡
協

議
会
(
海
岩
沢
功
泰
会
長
)
が
主
催
。
午

後
2
時
花
火
を
合
間
に
勝
凶
自
衛
隊
施

設
学
校
音
楽
隊
の
吹
奏
で
始
ま
り
、
主

催
者
の
海
老
沢
会
長
が
開
会
を
宣
言
。

来
賓
の
竹
内
町
長
が
「
涼
し
い
夏
を
こ

の
お
祭
り
で
吹
き
飛
ば
し
て
下
さ
い
」

と
挨
拶
。
喰
い
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
名

物
の
大
洗
焼
(
長
さ
1
0
0
メ
ー
ト
ル
)

で
新
鮮
な
魚
介
類
に
舌
鼓
を
打
な
ど
会

場
は
お
祭
り
一
色
、
大
変
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

会
場
の
メ
i
ン
ス
テ
i
ジ
で
エ
レ
ク
ト

ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。
勇
壮
な
パ
チ
さ
ば

き
の
「
荒
磯
太
鼓
」
を
小
学
生
が
披
露
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ

の
夏
大
洗
で
楽
し
く
遊
ん
で
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
応
募
者
多
数
の
中
か
ら
無
料

招
待
者
日
名
が
決
ま
る
外
、
優
待
者
も

決
{
疋
。
ま
た
、
観
光
大
洗
の
P
R
に
活

躍
さ
れ
た
ミ
ス
ポ
!
ト
大
洗
か
ら
新
ミ

ス
ポ
!
ト
大
洗
に
引
き
継
ぎ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
み
ん
な
で
踊

ろ
う
盆
踊
り
大
会
を
開
催
、
婦
人
会
、

磯
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
観
光
客
の
方

も
加
わ
り
、
こ
の
夏
最
後
の
お
祭
り
を

遅
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
づ
く
り
に
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
大
洗
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

お
祭
り
も
た
く
さ
ん
の
怠
い
で
を
残
し

て
終
了
し
ま
し
た
。
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よ
う
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水
戸
警
察
署
管
内
に
お
け
る
交
通
死

亡
事
故
件
数

(
8
月
初
日
現
在
)
が
昨

年
よ
り
日
人
多
い
幻
名
と
昨
年
の
(
水

戸
警
察
署
管
内
)
年
間
の
死
亡
者
数
を

上
回
る
状
況
で
す
。

過
般
、
実
施
さ
れ
た
「
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
の
重
点
目
擦
を
よ
く
守

り
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
心
が

け
て
、
交
通
事
故
の
な
い
車
社
会
を
築

託
、
±
ナ
し
ょ
、
7
0(
写
真
提
供
水
戸
警
察
署
〕

ー
時
御
門
自
工
品
臨
時
ふ
組
合

1
1
i
j

「
学
校
の
給
排
水
者
修
理

l
L

町
管
工
事
組
合
(
大
川
渉
会
長
)
で
こ
の
奉
仕
作
業
は
、
児
童
・
生
徒
が

は
、
町
立
の
各
小
中
学
校
の
給
排
水
不
少
し
で
も
快
適
な
学
校
生
活
が
送
れ
る

良
箇
所
の
改
修
奉
仕
作
業
を
行
な
い
ま
よ
う
に
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

今
年
も
去
る
、

8
月
訪
日
水
曜
日
に

早
朝
か
ら
総
合
同
県
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り

町
内
の
各
小
中
学
校
を
見
て
回
り
、
子

供
た
ち
が
毎
日
使
用
す
る
、
ト
イ
レ
の

配
管
改
修
や
水
道
蛇
口
の
取
替
え
な
ど
、

学
校
施
設
の
修
理
泰
仕
作
業
に
尊
い
汗

を
流
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
五
七
八
票

一
一
、
六
五
九
票

五
六
三
票

二
七
八
票

八、

O
七
八
百
示

六
五
百
ホ

園

近
隣
市
町
村
の
投
票
状
況

日
・
臼
パ
ー
セ
ン
ト

H
U

・
出
パ
ー
セ
ン
ト

剖
・
回
パ
ー
セ
ン
ト

位
・
開
パ
ー
セ
ン
ト

旭茨那水

域珂戸
湊

村町市市

空
文
化
し
た
生
活
改
善

知
人
の
死
亡
通
知
が
来
た
。
例
に

よ
っ
て
文
面
の
最
後
に
は
「
大
洗
町

生
活
改
善
の
趣
旨
に
よ
り
、
花
輪
、

生
花
、
ご
供
物
等
は
塁
く
ご
遠
慮
申

し
上
げ
ま
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
葬
儀

会
場
に
は
、
そ
の
家
が
有
力
者
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
数
え
き
れ
ぬ
程
の
沢
山

な
花
輪
、
生
花
等
が
並
ん
で
い
る
の
が

状
況
で
あ
る
。
他
の
儀
式
同
様
、
そ

の
派
手
さ
豪
華
さ
は
、
益
々
エ
ス
カ

レ
i
卜
し
て
き
で
い
る
昨
今
で
あ
る
。

そ
の
豪
華
な
供
物
も
終
れ
ば
、
忽

ち
空
費
の
残
骸
と
化
し
て
し
ま
、
っ
。

沢
山
の
高
価
な
美
し
い
花
々
も
、
寺

の
片
隅
で
空
し
く
し
お
れ
簡
単
に
ご

み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま
、
つ
の
を

み
る
と
誠
に
痛
切
な
思
い
が
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
慣
例
上
止
む
を
得
ず

通
知
に
刷
り
こ
み
、
又
門
口
に
は
麗

々
し
く
貼
り
つ
け
る
「
大
洗
生
活
改

善
」
と
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え

て
し
ま
、
つ
。

私
達
は
改
め
て
こ
の
趣
旨
の
意
味

を
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
。
祝
町

山
形

雄

長寿番のみなさんおめでとうございます

事寧藤誠zr
大洗町夜住の長寿者をすもうの番付けにならって「長寿者番付」をつくってみました。

大洗盟7
14髄現在

勧進先
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議
縄
師
明
書
謀
本
ぬ
フ
め
事
す
一
議
輔
が
選
お
も
船
室
も
℃
草
A

震
構
成
町
三
野
義
由
来
オ
一
都
議
室
且
事
凶
部
会

前
髭
委
ム
袈
熱
い
し
会
百
分
一
碍
巻
、
室
L
V
抑
制
山
崎
学
・
九
幸

久
噂
裁
量
選
暗
号
室
大
賢
建
型
宥
譲
事
協
会

割高
E
丸

刈

ふ

く

丸

一

弾

丸

潟

普

通

報

元

会

委

関
車
季
一
首
き
め
き
ま
A

瞬
時
間
市
神
前
六
主
事
会
初
主
オ

間
新
町
一
ム
郡
富
ふ
く
A
H

穿
一
司
量
二
向
山
哲
み
き
告
す

関
誌
走
車
内
瑚
み
ふ
章
一
司
長
室
長
名
古
雪
告
す

小
波
字
国
ム
関
根
え
手
丸
亀
茅
一
小
橋
判
明
哨
延
長
広
絶
叫
つ
九
，
寿

町

長

ユ

薬

謀

本

を
f

一
荷
主
脅
靖
営
て
み
九
三
才

伺
針
芝
山
時
野
つ
き
ま
オ
司
警
合
主
薬
器
さ
く
左

前
頭
刊
明
神
主
中
強
ナ
ヅ
丸
一
'
一
前
額
問
問
要
鈴
木
た
け
全
オ

同
日
ず
皇
寧
守
宅
よ
か
品
f

一
国
侍
者
品
川
時
哲
之
芽

司
菅
蓄
最
前
川
之
う
九
妥
一
荷
主
主
名
義
す
称
均
九
季

開
問
、
香
享
句
営
き
み
九
手
一
司
手
自
マ
エ
ヘ
角
丞
料
調
印
参

同

e

章

一

裁

で

み

会

一

間

基

w
部
署
警
雲

間
基
州
三
橋
講
占
存
会
旦
潟
叙
支
報
ホ

F
す
き
才

明

吋

永

玄

関

識

変

調

印

丸

亙

同

事
T

草
本
内J-等
主
芽

蔚

髭

枕

g
A
d

ハ
係
書
官
つ
九
戸
オ
一
荷
主
害
弱
Y
W
ち
ょ
会
索

開
永
町
+
-
告
所
か
お
き
才
一
周
寄
金
，
A

曾
必
よ

3
f
A

問
主
ム
守
よ
し
を
す
一
司
永
事
議
濁
み
事
会
才

問
委
ム
尉
お
か
ろ
九
円
え
一
旬
督
室
悲
川
ナ
γ孔
茅

碕
寺
、
実
刈
ょ
た
み
ま
一
向
新
雪
エ
域
崎
す
鼻
先
皇

司
令
丞
喜
草
書
均
九
官
庁
一
時
辛
妻
護
延
議
室

向

者

活

最
M
4
4

侯
之
勘
九
。
盟
国
ず
田
主
小
沼
智
宮
九
易

商
お
宮
鈴
本
て
ら
丸
一
主
間
同
議
日
華
'
忌
泊
い
ち
を
f

間
叫
刈
申
持
よ
ほ
っ
章
一
喝
委
宥
嘗
よ
て
九
桑

田
草
草
手
間
持
す
品
開
会
宏
一
雨
侍
者
手
拭
沼
ば
喜
弘
。
f

雨
量
会
一
一
松
、
ア
ま
さ
生
時
与
党
内
明
会
主
主

問
問
中
宕
来
刈
ち
ょ
九
o
Z

明
子
宮
ヰ
ふ
認
さ
よ
公
示
一

時
間
永
可
八
川
崎
・
お
之
初
会
一
時
寄
宿
持
品
世
み
つ
ハ
九
畳

間

一

E
品
開
明
義
弘
つ
会
話
A

一
時
五
柏
米
刈
靖
宮
八
童

図
永
町
三
炉
・
義
マ
サ
ふ
幸
一
雨
雲
ヱ
狩
宮
苦
却

A
9

問
蓄
え
賓
暗
号
芳
会
問
主
義
笠
宮
禽
主

可
努
会
関
根
か
わ
会
す
一
時

b
G

宴
5
2
gメ
ノ
ハ
泰

司
同
支
え
務
先
玖
ヲ
シ
党
一
時
中
宕
連
作
犠
雄
八
九
非

同
《
景
品
五
回
う
品
刷
会
不
一
喝
さ
関
根
よ
L
2
f

筒

新

記

高

川

つ

ね

八

品

一

向

き

宥

護

忍

E
めへ会…

司
矢
場
亀
山
も
よ
八
九
一
向
永
可
十
営
弱
者
会
守

同
時
主
主
雷
同
何
繁
へ
金
一
潟
走
者
五
久
木
喜
去
芸

同
町
蓉
主
著
投
入
金
一
問
委
藩
議
;
ヘ
ヘ
オ

崎
哲
笠
通
ゑ
き
ょ
八
九
す
一
開
場
葉
遣
る
γ
月
八
八
オ

問
者
会
ヘ
手
弁
護
持
八
余
一
問
委
，
晶
、
本
え
っ
ヘ
へ
対

局
審
制
{
水
越
み
さ
を
八
余
一
司
乍
者
米
叫
み
つ
ハ
安

局
長
章
一
助
哨
川
ふ
よ
公
訴
一
時
新
町
八
え
習
み
つ
〈
A
才

司
宇
宙
品
最
ち
ょ
八
会
一
司
千
里
小
林
氏
暗
ぎ
ハ
会

問

変

喜

久

窓

会

一

司

警

官

一

組

成

悉

へ

全

商
品
空
調
山
は
る
人
会
一
同
丸
宮
唱
W
W
7
常
手
〈
A
才

同
町
宮
棺
米
泊
叫
正
浩
〈
余
一
扇
子
g
マ
マ
繍
隣
諸
帆
み
ウ
ヘ
会

問

荒

谷

藤

沼

、

芽

玄

人

全

向

島

え

後

藤

考

会

前
同
宣
言
氷
豊
後
章
一
喝
事
え
金
総
司
心
主
九
八
す

商
売
会
へ
久
賀
か
つ

A
S一
周
船
設
エ
警
川
4

ア
ル
八
A
2

閥
均
寺
山
愛
兵
器
本
時
怒
れ
準
一
司
者
室
ム
宮
靖
つ
尋
八
室

岡
を
霊
塔
噛
聞
か
つ
ヘ
宗
一
間
菅
審
星
測
川
君
主
主

関
空
湾
総
怖
た
ま
玄
関
身
葉
市
警
鳴
を
八
九
オ

匂

ヂ

B-
荷
越

Z
会
不
一
時
季
皇
太
建
主
義
人
余

司

撃

で

ゆ

援

は

尋

公

vx
一
同
髭
谷
工
勢
木
ア
イ
ヘ
h
f

関
手
塁
関
根
み
よ
会
ユ
司
信
室
お
暴
言
丹
へ
A
Z

筒
か
す
え
暴
習
キ
チ
八
八
オ

〈敬称略)

国
民
年
金
か
ら
住
宅
資
金
も
錆
り
ら
れ
ま
す

す
イ
ホ
i
ム
プ
ラ
ン
E

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年

金
及
び
厚
生
年
金
の
保
険
料
積
立
金

は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
貴
重
な
財

源
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
累
積
額

は
、
平
成
五
年
度
末
で
は
一

O
一二兆

円
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す。
そ
こ
で
、
こ
の
大
切
な
資
金
を
、

安
全
・
確
実
に
、
で
き
る
だ
け
有
利

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

被
保
険
者
の
福
祉
に
還
元
さ
れ
る
方

法
と
し
て
の
住
宅
融
資
制
度
と
地
方

公
共
団
体
の
福
祉
施
設
の
整
備
事
業

に
も
還
元
融
資
制
度
が
あ
っ
て
、
次

の
よ
、
つ
に
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

|
住
宅
資
金
の
貸
付
け
|

現
在
、
厚
生
年
金
や
国
民
年
金

(
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く
)
の
加
入

者
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、
低
利
で
住
宅
融
資
を
ご
利
潟

で
き
ま
す
。

ー
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
、

ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
納
付
済

期
間
(
第
三
号
被
保
険
者
期
間
合

む
)
が
合
算
し
て
三
年
以
上
あ
る

こ
と
。

2
、
最
近
の
二
年
間
に
保
険
料
の
未

納
が
な
い
こ
と
。

3
、
さ
ら
に
、
国
民
年
金
の
加
入
者

は
、
収
入
月
額
が
、
毎
月
返
済
す

る
元
利
金
の
5
倍
以
上
あ
る
こ
と

の
条
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

貸
付
を
ご
希
望
の
方
は
「
住
宅
金

融
公
庫
業
務
取
扱
庖
」
と
表
示
の
あ

る
金
融
機
関
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

融
資
金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

盤
線
機
鶴
橋
知
覇
盤
機
事
織
り
鯖
臨
機

l
l
J

「
大
洗
酎
叫
mw投
票
率
拡
閉
山
@
布
。
八
i
-
・
セ
ン
ト

竹
内
藤
男
茨
城
県
知
事
の
辞
職
に
選
挙
当
日
の
ム
有
権
者
数

伴
い
、
茨
城
県
知
事
選
挙
が
去
る
9
月

男

七

、

八

三

二

人

初
日
(
日
)
前
内
日
ヶ
所
の
投
票
所
で
投
女
八
、
二
一
二
人

葉
。
午
後
7
時

よ

り

磯

浜

小

学

校

体

育

計

二

ハ

、

O
朗
自
入

館
で
即
日
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
人
員

今

回

の

選

挙

の

投

票

率

は

、

茨

城

県

男

三

、

七

六

九

人

平
均
ぬ

-
M
パ

ー

セ

ン

ト

で

、

大

洗

町

女

問

、

三

七

四

人

は

日

・

月

パ

ー

セ

ン

ト

の

投

票

率

と

な

計

八

、

一

四

三

人

り

ま

し

た

。

投

票

率

大
洗
町
叫
の
選
挙
の
結
果
は
、
次
の
通
国
力
必
・
ロ
パ
ー
セ
ン
ト

り

で

す

。

女

日

・

お

パ

ー

セ

ン

ト

O
候

補

者

の

得

票

数

計

回

・

同

パ

ー

セ

ン

ト

橋

本

昌

佐

川

一

億

兼

田

昭

一

罰

中

克

也

会
有
効
投
票

会
無
効
投
票

O
投
票
状
況

一
駄
の
世
間
輸
繊
細
細
麟
韓
関
一

「
V

仰
向
科
目

i
ザ

自

で

行
政
相
談
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
等
を
受

付
け
て
、
住
民
と
関
係
行
政
機
関
と

の
問
に
立
っ
て
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
、

双
方
が
お
互
い
に
納
得
で
き
る
解
決

額

加入獄照 3-4年 5-9年 10-14年 15年以上

新古改入築・ ・新購火構築入造住宅的宅購中
{昔 住良耐宅 ・住 240万円 270万円 320万円 400万円

入
木造等中古住宅購
限 入 170万円 200万円 220万円 270万円

度
(耐火構造以外)

吉買 親子助け合い住宅 220万円 260万円 310万回 380万円

金資融!
福
祉
施
設
の
整
備
l

地
方
公
共
闘
体
で
も
、
生
活
の
向

上
、
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
施
設
繋

備
の
財
源
と
し
て
還
元
融
資
制
度
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
大
洗
町
関
係
で
は
、
ご
み

処
理
施
設
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設
、

ご
み
収
集
車
の
購
入
等
の
た
め
融
資

を
受
け
て
い
ま
す
。

が
で
き
る
よ
う
助
力
す
る
制
度
で
て

0
日
時
叩
月
四
日
(
月
)
午
前
日
時

O
場
所
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢
甚
6
踏

ま
た
、
茨
城
行
政
監
察
事
務
所
や

行
政
相
談
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
荷
担
当
行
政
相
談
員

高

柳

隆

雄



らあおお 平成5年10月5日

「いつ壊でも議事霜舞で
i 本うめ杏ん (平成5年度)

i l金融員長時母識
し小室もと~ん

長
寿
を
祝
、
っ
町
主
催
の
敬
老
会
が
去

る
9
月
目
白
(
火
)
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

で
媛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
敬
老
の

B
を
迎
、
え
ら
れ
た
刊
歳

以
上
の
皆
さ
ん
は
、
最
高
長
寿
者
の
榎

本
う
め
き
ん
(
捌
歳
)
・
小
室
も
と
さ
ん

(
附
歳
)
を
は
じ
め
2
、
3
5
2
人
(
男

1

9
0
2
人
・
女

1
1、
4
5
0
人)。

定
刻
9
時
加
分
に
は
、
大
ホ
!
ル
は

満
席
の
感
況
と
な
り
開
会
、
君
が
代
斉

唱
で
始
ま
っ
た
式
典
は
、
主
催
者
の
竹

内
町
長
が
「
今
日
の
高
度
経
済
成
長
を

支
え
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
元
気

で
発
展
す
る
大
洗
町
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
。
今
年
度
、
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
お
名
の
皆
き
ん
に
竹
内
町
長

か
ら
代
表
の
沼
山
勇
之
助
さ
ん
に
米
寿

ほ
う
状
を
伝
達
、
続
い
て
、
ロ
組
の
方

t"¥ (3)第262号

々
に
金
婚
式
ほ
う
状
を
代
表
の
算
二
郎

さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
町
民
の
加
藤
清
さ
ん
が
「
皆
さ

ん
老
後
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で

人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
来

賓
祝
辞
。
沼
山
高
年
者
連
合
会
長
が

「
町
の
福
祉
行
政
に
大
安
満
足
し
て
い

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
稲
川
弘
さ
ん
の
名

司
会
で
口
組
の
皆
さ
ん
が
歌
や
踊
り
を

楽
し
く
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
の
呼
物
で
あ
る
三
遊

亭
闘
怒
さ
ん
の
落
語
独
演
会
が
あ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
満
足
、
楽

し
い
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。

榎本うめきん

明神町1区

明治26年10月10自生

小室もとさん

松川共励

明治27年 1月4羽生

竹
内
師
長
が
長
寿
を
祝
い
家
購
読
関

敬
老
の
日
に
先
き
だ
ち
、
去
る
9
月

8
日
に
町
内
の
最
高
齢
者
の
榎
本
う
め

き
ん
(
糊
歳
)
宅
を
竹
内
町
長
が
訪
問
、

ほ
う
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

榎
本
さ
ん
は
「
夏
に
家
の
回
り
の
草

刈
り
を
し
て
今
は
夏
パ
一
ア
で
休
ん
で
い

る
の
で
す
よ
」
と
竹
内
町
長
の
訪
問
を

元
気
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
う
状
と
記
念
品
を
手
に
し
て
「
長

生
き
を
す
る
も
ん
だ
ね
」
と
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
め
で
た
く
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
加
藤
清
(
前
町
長
)
さ
ん
と
田
山

勇
之
助
(
元
議
長
)
さ
ん
宅
に
長
寿
を
お

祝
い
に
訪
問
、
終
始
和
や
か
に
政
治
と

吋
援
本
う
め
さ
ん
宅
で

健
康
談
義
に
華
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

d

明
白
山
道
由
之
助
喜
ん
宅
で

ー
涯
盟
関
務
大
臣

「
l

科
学
技
織
庁
長
官
が
来
関

わ
が
留
の
原
子
力
研
究
開
発
と
一
平
和

利
用
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

臼
本
原
子
力
研
究
所
・
大
洗
研
究
所
と

動
カ
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗
工

学
セ
ン
タ

i
を
去
る
9
月
2
日
江
田
五

月
国
務
大
臣
・
科
学
技
術
庁
長
官
が
視

察
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

午
前
日
時
日
分
大
洗
研
究
所
に
到

若
、
職
員
が
拍
手
で
山
山
迎
。
事
務
本
館

で
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
材
料
試
験

炉
(
J
M
T
R
)
と
高
温
工
学
試
験
研
究

炉
(
H
T
T
R
)
を
視
察
し
て
、
動
燃
大

洗
工
学
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。

動
燃
大
洗
の
展
示
館
会
議
室
で
江
聞

大
臣
と
竹
内
町
長
、
小
松
崎
議
会
議
長

等
の
関
係
者
と
会
食
懇
談
、
終
始
和
や

か
に
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

動
燃
大
洗
の
概
要
説
明
を
受
け
、
高

速
実
験
炉
「
常
務
」
と
機
器
構
造
開
発

試
験
施
設
を
視
察
。
展
示
館
会
議
集
で

記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
者
会
見
の
中
で
、
江
田
大
臣
は

「
地
元
の
町
長
・
議
長
さ
ん
と
お
話
を

し
、
研
究
者
と
は
違
っ
た
形
の
話
が
で

き
た
。
特
に
竹
内
大
洗
町
長
と
の
話
で

は
、
安
全
な
稼
働
の
実
績
を
積
ん
で
い

る
こ
と
と
、
事
業
者
が
い
つ
も
変
わ
ら

ぬ
態
度
で
地
元
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ

と
が
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
こ
と

の
秘
訣
で
あ
り
、
今
後
と
も
問
題
に
な

っ
て
く
る
各
地
で
の
教
訓
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
し
と
話
を
し

て
い
ま
し
た
。

ー
金
圏
都
道
府
鹿
市
議
会
議
員
野
隷
大
会
l

」

「
l

閉
山
出
東
潮
議
員
が
大
活
蟻

L

&加藤j青さん宅で

田
山
東
湖
さ
ん
は
今
年
の
2
月
9
日

県
議
会
議
員
当
選
。
環
境
商
工
委
員
会

に
所
属
、
県
勢
発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
が
全
国
都
道
府
県
議
会
議
員

野
球
大
会
で
も
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
、
去
る
8
月
幻
白
か
ら
お
日

ま
で
、
徳
島
県
鳴
門
市
の
県
営
鳴
門
総

合
運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
-
国
民
体

育
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
毎
年
、

こ
の
時
期
に
国
体
開
催
地
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
今
回
が
第
訪
問
。
茨
城
県
議

会
チ

i
ム
が
一
稽
島
県
議
会
チ

l
ム
を
2

対
1
で
破
り
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

本
県
の
議
会
チ
!
ム
は
、
第
3
ブ
ロ

ッ
ク
に
出
場
、
-
回
戦
の
長
崎
県
に
日

対
7
、
2
回
戦
の
鹿
児
島
県
と
日
対
5
、

準
決
勝
の
愛
媛
県
に
口
対
4
と
快
勝
し

て
決
勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
福
島
県
と
対
戦
、
初
回
に

藤
沢
選
手
の
中
前
打
と
長
谷
川
選
手
の

左
中
間
2
塁
打
で
ま
ず
1
点。

4
田
に

A鎗磁調験

事
時
剣
ト
⑦ 

筑波学鼠都市の中心部、通りがクロスする

付近は、ビルと 6車線の道路と緑の樹木が素

晴らしい光景で、私の好きな風景の一つであ

る。 鹿島伸介

80-200ズーム F 16 75秒

は
、
田
山
選
手
の
本
塁
打
で
1
点
を
追

加
、
投
げ
て
は
小
田
木
選
手
が
替
島
県

チ
i
ム
を
1
点
に
抑
え
完
投
し
た
。

背
番
号
口
番
を
付
け
初
出
場
の
岡
山

選
手
は
、

3
番
打
者
と
し
て
会
試
合
に

出
場
。
二
塁
打
、
本
塁
打
3
本
の
長

打
、
投
手
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド
ボ

l
ル

と
カ

l
ブ
で
好
投
。
守
つ
て
は
三
塁
手

と
し
て
活
躍
、
投
打
に
カ
を
発
揮
し
て

チ
i
ム
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

岡
山
さ
ん
は
「
知
事
の
辞
職
で
充
分

な
練
習
が
出
来
ず
厳
し
い
試
合
と
な
っ

た
が
チ

i
ム
ワ

l
ク
が
優
勝
に
つ
な
が

っ
た
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

〔
評
〕
パ
ル
プ
撮
影
を
用
い
て
、
自
動

車
の
ラ
イ
ト
を
流
し
た
見
事
な
夕
景
写

真
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
絹
針
弘
己
)

冷
夏
の
中
見
事
に
咲
い

た
ヒ
マ
ワ
リ
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
撮
っ
て
み
ま
し
た
。

大
輪
温
子

1
0
5
ミ
リ
マ
ク
ロ

ド

5
・6
オ
l
卜

〔評〕 花を中央から外し、花弁を切っ

た構関が成功しました。(絹針 弘巳)

評

お
お

ら

制下
後
藤
亀
泉
選

絹
を
揚
げ
切
っ
て
秋
浪
一
昨
き
帰
港

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

〔
評
〕
前
日
、
海
中
に
敷
設
し
た
五

十
反
に
及
ぶ
刺
網
を
、
未
明
か
ら
二
、

三
時
間
を
か
け
て
獲
物
と
と
も
に
船

中
に
揚
げ
切
り
、
よ
う
や
く
高
ま
っ

て
き
た
秋
の
波
浪
を
つ
っ
切
っ
て
母

港
を
呂
指
す
の
で
あ
る
。
俳
句
ブ
ー

ム
と
言
わ
れ
る
昨
今
の
日
本
だ
が
、

一
連
の
十
吉
作
品
の
如
き
漁
業
の
現

場
俳
句
は
、
恐
ら
く
全
国
的
に
も
類

例
は
希
少
で
あ
る
。
珍
重
す
べ
き
生

活
俳
句
で
あ
る
。

不
…
閣
の
稲
穂
札
平
に
お
く
農
夫
か
な

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
畦
に
立
ち
、
賞
ぱ
み
始
め
た

稲
穏
や
」
て
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
熟
れ
呉

合
を
確
め
て
い
る
お
百
姓
。
聞
く
処

に
よ
る
と
今
年
の
早
稲
は
十
粒
に
三

粒
程
し
か
笑
が
入
つ
て
な
い
と
一
奪
三

天
候
不
順
を
如
実
に
物
語
る
掌
上
の

稲
穂
。

の
う
ぜ
ん
か

そ
の
先
に
す
が
る
も
の
な
さ
凌
脅
花

桜

道

真

図

静

子

〔
評
〕
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
が
怖
か
に

絡
み
つ
き
た
く
て
軒
端
に
蔓
根
を
伸

ば
し
て
い
る
。
で
も
そ
の
先
に
は
な

に
も
な
い
。
純
り
つ
く
何
物
も
な
く

て
虚
し
く
涼
風
に
震
え
て
い
る
。

吾
に
ま
だ
早
し
と
恩
ふ
敬
老
会

蔵

前

回

山

佳

風

〔
評
〕
敬
老
会
の
招
待
状
を
受
取

り
、
改
め
て
わ
が
齢
を
知
ら
さ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
先
輩
に
老
人
会

へ
誘
わ
れ
も
し
た
が
、
い
や
ま
だ
ま

だ
俺
は
若
い
、
そ
ん
な
話
は
少
し
早

過
ぎ
る
と
ひ
そ
か
に
心
の
奥
底
で
思

い
こ
ん
で
い
る
の
だ
。

秋
の
蝶
一
気
に
森
へ
飛
び
込
め
ず

東

光

台

田

中

勝

校

燥
に
と
っ
て
も
今
年
の
夏
は

無
か
っ
た
。
今
、
残
暑
を
か
き
立
て

て
一
斉
に
鳴
く
蝉
の
声
は
物
悲
し
く
、

む
し
ろ
懐
か
し
き
を
さ
え
感
じ
る
よ

う
だ
。
鳴
き
止
ん
で
期
ぴ
立
っ
た
の

だ
が
、
目
指
す
森
へ
一
気
に
飛
び
込

ん
で
ゆ
く
丈
の
カ
は
も
う
残
っ
て
い

な
か
っ
た
。

何
時
ひ
き
し
と
も
な
く
引
き
て
菱
の

風

邪

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
夏
風
邪
を
ひ
く
時
は
こ
ん
な

も
の
で
あ
ろ
う
。
暑
さ
や
高
湿
度
で

思
っ
た
よ
り
体
が
疲
労
し
て
い
る
の
が

夏
で
あ
る
。
又
一
門
口
一
か
か
っ
た
ら
仲
々

治
り
に
く
い
の
も
夏
風
邪
で
あ
る
。

去
ぬ
燕
雨
降
り
ぬ
き
し
空
の
育

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
燕
が
秋
風
に
送
ら
れ
て
蔚
へ

帰
っ
て
ゆ
く
。
半
年
を
臼
本
で
過
ご

し
、
育
て
た
子
燕
を
引
き
連
れ
て
海

上
遠
く
去
っ
て
ゆ
く
の
だ
。
さ
ん
ざ

雨
を
降
ら
し
ぬ
い
た
日
本
の
空
の
青

さ
の
中
へ
そ
の
飛
影
を
没
し
な
が
ら
。

鉦
の
音
一
つ
を
添
へ
て
盆
供
物

歳

前

大

場

湖

舟

殿
風
の
去
り
し
づ
か
な
る
蝶
の
舞

夏

海

大

震

千

代

子

真
白
な
花
は
珍
ら
し
隻
珠
沙
華

角

一

前

原

青

山

風

浮
き
沈
み
す
る
流
燈
を
見
守
り
ぬ

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

空
襲
の
あ
り
た
る
浜
の
花
火
待
つ

磯

浜

浅

見

送

子

ち
ら
ほ
ら
と
人
砂
浜
に
夏
惜
む

髭

釜

清

水

拡

一

朗

新
生
委
句
、
中
土
産
の
荷
の
中
に

明
神
町
小
松
崎
美
代

秋
の
蝶
小
雨
の
窓
に
動
か
ざ
る

永

町

川

上

ひ

き

送
り
火
の
雨
と
な
り
た
る
傘
の
中

永

町

桜

井

政

官



弘、らあお議官

「
金
問
幽
ー
諒
翠
金
シ
ン
求
ジ
ウ
ム

i
闘
い
賦
も
審
』

園
開
鱒
の
お
相
関
も
せ

争
拘
1レ
れ
九

ー
な
ぎ
さ
@
人
@
そ
し
て
未
来
へ

l
i

。
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

O
内
容
会
基
調
講
演
「
新
時
代
・

な
ぎ
さ
と
入
、
共
存
の
た
め
に
」

小
松
左
京
(
作
家
)

会
対
談
「
私
た
ち
と
海
、
そ
し
て

な
ぎ
さ
へ
の
約
束
」

柳

生

博

(

俳

優

)

奈
須
紀
幸
(
海
洋
開
発
審
議

会
会
長
)

石
井
苗
子
(
キ
ャ
ス
タ
ー
-

女
優
)

会
ビ
デ
オ
放
映
・
パ
ネ
ル
展
示

。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

第262号 (4)

海
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
海
と
と
も
に

歴
史
を
重
ね
て
き
た
日
本
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
地
球

環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
芦
が
世
界
中
か

ら
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

海
と
接
す
る
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
も
、
い
つ
ま
で
も
背
く
、
美
し
く
、

直
一
説
か
な
海
で
い
て
ほ
し
い
と
い
う
共
通

の
願
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
ぎ
さ
シ
ン
ポ
仰
い
ば
ら
き
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
と
と
も
に
、
わ
た

し
た
ち
と
海
の
共
存
の
方
法
を
探
っ
て

ゆ
き
ま
す
。

0
日

時

平
成
5
年
目
月
幻
日
(
木

午
後
1
時
よ
り

(
企
画
課
)

ー
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
大
舎
の
喝
お
知
ら
せ

l
l
J

『

1
1時
A
開
A
v
h
iウ
ォ

i
タ
フ
ェ
ス
一
ア
ィ
パ
ル
止

茨
城
県
自
然
歩
道
利
用
促

進
協
議
会

O
B

時
日
月
口
日
(
B
)
午
前
9
時

O
参

加

料

無

料

O
参
加
資
格
小
学
生
以
上
の
健
康
に

自
信
の
あ
る
方

O
集
合
場
所
筑
波
山
イ
ン
フ
ォ
メ

l

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間
午
前
8
時
泊
分
j

O
コ
l
ス
筑
波
山
の
麓
を
中
心
と
し

O
主

イ雀

部
品
明
均
的
自
制

平成5年10月5日

ふ
だ
ん
気
が
つ
か
な
か
っ
た
街
並
み

や
町
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
、
晩
秋
の
大
洗
を
歩
く
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
i
で
す
。

ご
家
族
で
挑
戦
し
な
が
ら
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
せ
ん
か
?

主
催
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

コ
i
ス
東
光
台
、
明
神
町
、
大
洗
磯

前
神
社
間
同
辺
、
約
4
1聞
の
コ

i
ス

日

時

平

成

5
年
日
月
7
日
(
臼
)

午
前
9
時
加
分
集
合

集
合
場
所
大
洗
町
老
人
慈
の
家
ま
え

用
意
す
る
物
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す

い
服
装
で
御
参
加
下
さ

た
約
叩
加
の
コ
!
ス

昼
食
、
水
筒
、
雨
具
等
を

持
参
の
こ
と

O
実
施
の
有
無
確
認

当
日
馴
6
時
泊
分
と
脱
6
時
日
分

に
I
B
S
で
放
送
。

O
問
い
合
わ
せ
先

湖
町
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課

宮

幻

1
8
1
1
1
・内
2
1
1
4

O
携
行
口
問

オ

i
ク
ラ
リ
i
融
替
相
側
轟
轟
鐘
/

申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ

大
洗
町
中
央
公
民
館

盟

侃

2
8
0
1
2
4
4
2

御
家
族
単
位
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

先
着
回
組
、
参
加
費
5
0
0
円
(
保

険
料
含
む
)
を
翻
持
参
下
さ
い
。
日

月
部
門
口
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
下
さ

av 
担
当

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
係

石
井
係
長
、
海
老
沢
ま
で

p
瞳
品
開
関
み
れ
議
い
ν
内
a
d

心
サ

i
ト

的
関
纏
に
か

茨
城
交
響
楽
屈
に
よ
る
本
格
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
演
奏
を
生
で
糠
く
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
磯
浜
小
学
校
、
第
一
中

学
校
、
南
中
学
校
、
大
洗
高
校
の
演
奏

も
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
揃

い
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
一
平
成
5
年
日
月
幻
臼
(
火
)

午
後
1
時
間
場

午
後
1
時
叩
分
間
演

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

茨
城
交
響
楽
団

シ
ョ
ス
タ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
作
品
国

交
響
曲
第
五
番
他

磯
浜
小
学
校
、
第
一
中
学
校
、

海
中
学
校
、
大
洗
高
校

出会
演場

勺
i

気
軽
記
楽
し
く
や
ろ
う
|
」

柑
一
一
間
関
車
隷
大
会
の
一

直
参
編
者
を
募
集
グ
L

第
日
田
大
洗
町
民
卓
球
大
会
が
次
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
日
月
お
日
(
火
)

受
付

@
8時
回
分
1

V
場
所
大
洗
町
総
合
運
動
公
閤

マ
種
目
中
学
生
の
部
(
男
・
女
)

一
般
・
高
校
の
部
(
男
・
女
)

初
心
者
の
部

マ
会
費
高
校
生
以
上
5
0
0
円

(
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
期
限
日
月
日

g
(水
)

マ
持
参
品
ラ
ケ
ッ
ト
、
上
ば
き

(
初
心
者
は
、
貸
出
も
可
)

マ
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

O
昼
間
l
町
教
育
委
員
会

哲

郎

ー

1
2
4
4
2

0
昼
間
1
農
協
・
野
村
ま
で

宮

前

l
l
$
3
6
2
6
6
3

0
夜
間

l
野
村
邦
夫
(
宅
)

入
場
無
料
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
事
前
に
整
理
券
を
発
行
し

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

大
洗
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係

宮

侃

|
2
4
4
2

マ
主

盤

町

!
3
5
7
4

大
洗
町
体
育
協
会

イ緩

鐘
曙
繍
酬
齢
酎
翻
醐
輩
記
ご
髄
カ
を

平
成
5
年
間
山
月
1
臼
を
調
査
期
日
と

し
て
「
平
成
5
年
住
宅
統
計
調
査
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

住
宅
統
計
調
査
は
、
『
住
宅
の
国
勢

調
査
』
と
も
い
わ
れ
る
我
が
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
、
昭
和

お
年
以
来
5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
で
日
間
自
に
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
快
適
な
住
ま
い
住
み

よ
い
街
づ
く
り
実
現
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
る
も
の
で
、
全
国
で
約
4
0
0

万
世
帯
、
茨
城
県
で
約
8
万
1
千
世
帯

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

住
宅
統
計
調
査
員
が
、
調
査
商
品
市
を
持

っ
て
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

(H 5. 9 .10現在)

開催日 算書始待問 催 事 内 谷{ 開催場所 互主 催 入場方法

10月218附 13: 00- 全屈なぎきシンポジウム ホール 県土木部河川課 有料

10月228ω 9 :00- 運転免許更新時議首会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

10月24日(臼) l部宮市 13:00- チャリティー歌謡ショー ホール 大洗町身体障害者福祉協会 有料2111118:00-

1100月月2289日日 樹休) 10: 00- 大洗高等学校20周年式典 ホール 県立大洗高等学校 関係者

10月318(日) 9 :00- 吟第1詠9回剣大洗詩町舞芸術発文表化祭会 ホール 大洗町教育委員会 一般

三大洗文化センタ一行事予定褒 (10/21~3 1)関7の入国と世帯

( 9月!日現在)

人口 20，858人(ー17)
男 10，352人(-5) 
女 10，506人(-12) 
世帯数 6，420戸(-1) 
転入 22人 転出 38人
出生 13人 死亡 14人

和
一
特
設
人
謹
相
談
所

属
一
瞬
設
に
つ
い
て

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
o
F
 

人
権
侵
害
・
土
地
境
界
・
借
地
・
借
家
・

相
続
・
扶
養
・
結
婚
・
離
婚
等
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

O
臼

時

日

月

ma(金
)

午
前
日
時
j
午
後
3
時

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
小
林
英
雄
先
生

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

町
人
権
擁
護
委
員

O
場

所

。
相
談
者

※主な{麗しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fl:66-2442へお問い合わせ下さい。

。
、
主

保{建センター

だより

'
口
H

月

/

刷

畑

10 
/ 
休:)6 

10 
/ 
やぬ 6 みは81ふ71~51ムム|ぷム|ふ

11 
/ 
伺)1 

11 
/ 
明)1 

11 
/ 
ω2 

11 
/ 
やtH

事

業

母

子

保

健

教

室

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

手し

児

健

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

教

室

生
活
習
慣
改
善
指
導

生
活
習
慣
改
善
指
導

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診

種

:昆

母

子

本目

生
活
習
慣
改
善
指
導

基
本
健
診
事
後
指
導

児

健

f
u
 

或，
dv

{窪

水
戸
地
方
法
務
局

水
戸
人
権
擁
護
委
員
会

名

母
性
及
び
乳
幼
児

川
抗
力
月

i
M叩
カ
月
ま
で
の
幼
児

書せ

象

妊
娠

6
ヵ
月
1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

名

ミち八

"~ 

3
ヵ
月
j
m叩
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

2
ヵ
月
1

3
ヵ
月
の
乳
児

6
ヵ
月

i
7
ヵ
月
の
乳
児

3
ヵ
月

i
同
日
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

妊
娠

6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

妊
娠

6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

妊
娠
6
ヵ
月
j

8
力
月
の
初
産
の
方

基
本
健
康
診
査
の
結
果
で
生
活
習
倹

改
善
指
導
が
必
要
な
方

基
本
健
康
診
査
の
結
果
で
生
活
習
慣

改
善
指
導
が
必
要
な
方

よ入
口

満
l
歳
6
ヵ
月
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

雲4ミ
ロ火

基
本
健
康
診
査
の
結
果
で
生
活
習
慣

改
善
指
導
が
必
要
な
方

基
本
健
康
診
貨
の
結
果
異
常
が
あ
っ

た
方
2
ヵ
月
j

3
ヵ
月
の
乳
児

6
力
月

1
7
ヵ
月
の
乳
児

ま会

んや

区

ち

月

3
日

栄

ケ

ノ、、
;

V

E

r

i

，

制

み

美

配

南

揮

け
ヘム
ふ

s
q

受
付
時
間

日
時
∞
分

日
時

ω分

1
時
間
μ
分

2
時
日
分

l
終
∞
分

2
時
∞
分

l
時
日
分

2
時
日
分

1
時
鈎
分

3
待
相
山
分

日
比
吋
∞
分

3
時
∞
分

l
時
∞
分

3
時
∞
分

1
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
昨
吋
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

l
時
日
分

2
時
日
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

l
昨
吋
∞
分

2
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
間
ω
分

1
時
∞
分

2
待
∞
分

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

o
m月
8
8
樹

0
日
月
四
日
閃

0
日
月
幻
自
樹

0
日
月
初

8ω

0
1
月
5
日
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

o
日
目
バ
ロ
日
開
専
門
療
法
士
指
導

O
刊
月
日
目
樹
内
科
医
診
察
指
導

O
U
月
2
臼
例
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象

障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
秋
の
訪
れ
が
早
い
よ
う
で

す
。
こ
の
町
報
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
弱
く
こ
ろ
は
、
例
年
ど
お
り
の
胸
一

杯
深
呼
吸
を
し
た
く
な
る
よ
、
つ
な
秋
も

本
番
だ
と
い
い
の
で
す
が
・
:
。

今
回
は
、
こ
の
季
節
と
と
も
に
や
っ

て
く
る
?
カ
ゼ
に
つ
い
て
で
す
。

カ
ゼ
は
、
皆
さ
ん
誰
も
が
一
度
は
ひ

い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
言
、
え
る
く

ら
い
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
の
一
つ

で
は
あ
り
ま
す
。
若
い
人
は
、
カ
ゼ
に

か
か
っ
て
も
、
体
に
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
が
あ
る
の
で
あ
る
程
度
療
養
す
れ

ば
、
完
治
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

年
を
と
っ
て
く
る
と
こ
の
た
か
が
カ
ゼ

が
、
ま
さ
し
く
よ
く
一
言
わ
れ
る
か
万
病

の
も
と
。
と
な
っ
て
肺
炎
や
ぜ
ん
そ
く

な
ど
、
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
と
な
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
特
に
注
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

せ
き
、
鼻
汁
、
自
界
づ
ま
り
、
発
熱
な

ど
は
典
型
的
な
カ
ゼ
の
症
状
で
す
が
、

お
年
寄
り
に
は
、
病
気
に
対
す
る
体
の

反
応
が
鈍
く
な
る
た
め
、
こ
う
し
た
症

状
も
出
に
く
く
な
り
ま
す
。
(
発
熱
も
、

カ
ゼ
を
ひ
い
た
お
年
寄
り
の
半
数
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
又
一
千
熱
が
下
が
る
傾
向

が
あ
る
の
で
、
実
際
発
熱
し
て
い
て
も

気
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
)
そ
の
間
に
、
カ
ゼ
が
進
み
肺
炎
を

お
こ
し
た
り
、
脱
水
か
ら
脳
績
塞
を
合

併
し
た
り
と
重
症
に
な
っ
て
し
ま
う
訳

で
す
。こ
の
よ
う
な
、
疲
状
の
出
に
く
い
お

年
寄
り
の
カ
ゼ
を
早
期
発
見
す
る
に
は
、

家
族
の
注
意
力
(
観
察
)
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
ふ
だ
ん
と
違
う
よ
う
な
①
食

欲
が
お
ち
る
、
②
あ
ま
り
動
か
な
く
な

る
、
な
ど
の
状
態
の
時
は
早
め
に
医
師

に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、

ふ
だ
ん
元
気
な
時
に
も
、
体
温
を
測
り

平
熱
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
、
早
期
発

見
の
助
け
と
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
進
み
つ
つ
あ
る
高
齢
化
社

会
、
カ
ゼ
を
こ
じ
ら
せ
て
寝
た
き
り
に

な
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

元
気
で
過
ご
す
た
め
に
、
皆
で
早
期
発

見
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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